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ICID 第 22 回総会及び第 65 回国際執行理事会の結果概要 

 

１．開催期間  2014 年９月 14 日（日）～20 日（土） 

 

２．開催場所  韓国 光州市 金大中コンベンションセンター 

 

３．参加者 

区  分 氏 名 所  属 役 職 

ICID 日本国内委員会 佐藤 洋平 中山間地域フォーラム 会長 

岩本 彰 NTC インターナショナル(株)  代表取締役社長 

太田 信介 国際かんがい排水委員会 名誉副会長 

久野 叔彦 (株)三祐コンサルタンツ東京支社 支社長 

佐藤 政良 筑波大学 名誉教授 

清水 克之 鳥取大学農学部 講師 

丹治 肇 北里大学獣医学部 教授 

長野 宇規 神戸大学大学院農学研究科 准教授 

八丁 信正 近畿大学農学部 教授 

林田 直樹 全国農村振興技術連盟 

日本 ICID 協会 

委員長 

会長 

増本 隆夫 (独)農業・食品産業総合研究機構 

農 村 工 学 研 究 所 資 源 循 環 工 学 研

究領域 

領域長 

丸居 篤 弘前大学農学生命科学部 准教授 

山岡 和純 （独）国際農林水産業研究センター 

研究戦略室 

研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

渡邉 紹裕 京都大学大学院地球環境学堂 教授 

INWEPF ワークショップ

発表者 

永田 明 国際連合大学サステイナビリティ高等

研究所 

シニアプログラム 

コーディネーター 

ICID 日本国内委員会

事務局 

宮崎 雅夫 農林水産省農村振興局設計課 

海外土地改良技術室 

室長 

宇野 健一 農林水産省農村振興局設計課 

海外土地改良技術室 

係長 

河野 通成 農林水産省農村振興局設計課 

海外土地改良技術室  

係長 

ICID 関係業務受注者 林 亨 (一財)日本水土総合研究所 主任研究員 

中神 芳春 (一財)日本水土総合研究所 主任研究員 
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４．主要日程 

日付 時間 会議名等 主要出席者

9 月 14 日 

（日） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

SDTA（感潮地域の持続的開発）ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 丹治委員 

09:00-10:30 シンポジウム 

ラウンドテーブル会合 

 

11:00-12:30 シンポジウム 

サイドイベント 

 

13:30-15:00 開会式 各委員 

15:30-17:00 記念講演  

ジェネラルレポーターの発表 

・議題 58（気候変動におけるかんがい排水の役割） 

・議題５９（かんがい排水による農村での食料生産及び

生計の確保） 

 

渡邉委員 

9 月 15 日 

（月） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

論文紹介 

・副題 58.1（農地と水利用における気候変動の影響） 

 

 

 

長野委員  

増本委員  

渡邉委員  

・副題 59.1（農村における水と生計の確保） 佐藤政委員

清水委員  

・副題 59.3（水ストレス地域における水の共有・移転）  

13:30-15:00 

15:30-17:00 

論文紹介 

・副題 58.2（かんがい排水施設のための設計及び運用

基準の再検討） 

 

増本委員  

 

・副題 58.3（頻発する洪水及び干ばつの管理） 

・副題 59.2（かんがい効率の向上） 

 

9 月 16 日 

（火） 

09:00-10:30 IEC（国際執行理事会） 佐藤委員長

10:30-12:30 ラウンドテーブル会合  

11:00-12:30 WG-HIST（歴史作業部会） 八丁委員 

EB-JOUR（ICID ｼﾞｬｰﾅﾙ委員会） 佐藤委員長

増本委員 

サイドイベント  

13:30-15:00 ラウンドテーブル会合  

WG-HIST（歴史作業部会） 八丁委員 

EB-JOUR（ICID ｼﾞｬｰﾅﾙ委員会） 佐藤委員長

増本委員 

サイドイベント  

15:30-17:00 論文紹介とりまとめ 渡邉委員  

増本委員  
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日付 時間 会議名等 主要出席者

9 月 17 日 

（水） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

ASRWG（アジア地域作業部会） 林田委員 

AFRWG（アフリカ地域作業部会）  

ERWG（ヨーロッパ地域作業部会）  

WG-IDSST（社会・経済変革期にある国家におけるかん

がい排水作業部会） 

清水委員 

WG-YPF（若手かんがい排水技術者ﾌｫｰﾗﾑ作業部会） 丸居委員 

WG-POVERTY（貧困の軽減と暮らしに対するかんがい

の役割作業部会） 

佐藤委員長

11:00-12:30 

13:30-15:00 

WG-CAFM（洪水総合管理作業部会） 増本委員 

13:30-15:00 

15:30-17:00 

WG-ON-FARM（ほ場かんがいシステム作業部会） 岩本委員 

WG-CLIMATE（気候変動と農業用水管理作業部会） 渡邉委員 

C-CONGR（総会・会議委員会）  

WG-PQW（低品質水のかんがい利用作業部会） 長野委員 

WG-CROP（水と作物作業部会） 丸居委員 

13:30-15:00 TF-WWF7（WWF7 に関するタスクフォース） 太田委員 

山岡委員 

15:30-17:00 WG-M&R（かんがい計 画 の近 代 化 ・再 活 性 化 作 業 部

会）設立準備会合 

佐藤委員長

太田委員 

WG-IDM（かんがいの発展及び管理作業部会）設立準

備会合 

山岡委員 

9 月 18 日 

（木） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

PFC（財務委員会） 林田委員 

09:00-10:30 WG-BIO-ENERGY（バイオエネルギーと食料のための水

作業部会） 

 

WG-DRG（持続可能な排水作業部会）設立準備会合 丹治委員 

TF-VE（バリューエンジニアリングタスクフォース） 久野委員 

TF-WWF7（WWF7 に関するタスクフォース） 太田委員 

山岡委員 

サイドイベント  

10:00-12:00 サイドイベント・INWEPF ワークショップ 永田氏 
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日付 時間 会議名等 主要出席者

9 月 18 日 

（木） 

11:00-12:30 

13:30-15:00 

WG-DROUGHT（水ストレス地域における水管理作業部

会） 

長野委員 

C-PR&P（広報・出版委員会）  

WG-SDTA（感潮地域の持続的開発作業部会） 丹治委員 

WG-ENV（環境作業部会） 八丁委員 

サイドイベント  

13:30-15:00

15:30-17:00 

PCSO（戦略・組織委員会）  

サイドイベント  

15:30-17:00 WG-IOA（制度及び組織面に関する作業部会）設立準

備会合 

佐藤政委員

サイドイベント  

9 月 19 日 

（金） 

09:00-17:00 PCTA（技術活動委員会） 佐藤政委員

太田委員 

渡邉委員 

若手技術者研修ワークショップ  

9 月 20 日 

（土） 

09:00-17:00 IEC（国際執行理事会） 佐藤委員長

 閉会式  
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５．第 22 回総会・第 65 回国際執行理事会の概要 

 

○ICID 本部役員、各国国内委員会のメンバー等 61 ヶ国約 1,300 名が参加。 

○ICID 日本国内委員会からは、佐藤洋平委員長はじめ 14 名が出席。各々所属する委員

会／作業部会等に出席し、ICID の活動に関する事項について議論するとともに、日本

の知見・経験を活かした技術的な貢献・情報発信を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)総会の概要 

○提示された議題に係る論文の募集・選考が事前に行われ、採用された論文の紹介・

質疑応答を実施。 

 

 ①総会のテーマ 

気候変動時における食料と農村コミュニティーのための水の確保 

 

 ②議題（Question） 

  Q58：気候変動におけるかんがい排水の役割 

   Q58-1：農地と水利用における気候変動の影響 

   Q58-2：かんがい排水施設のための設計及び運用基準の再検討 

   Q58-3：頻発する洪水及び干ばつの管理 

  Q59：かんがい排水による農村での食料生産及び生計の確保 

   Q59-1：農村における水と生計の確保 

   Q59-2：かんがい効率の向上 

   Q59-3：水ストレス地域における水の共有・移転 

 

  

総会開会式 

（パク・韓国大統領のビデオメッセージ）

総会開会式挨拶 

(イ・韓国農林畜産食品部長官) 
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 ③採用論文等 

  ○ICID 日本国内委員の役割 

委員名 役  割 

渡邉 紹裕 ジェネラルレポーター（Q58 の論文審査・とりまとめ） 

増本 隆夫 パネルエキスパート（Q58-1 の論文審査・とりまとめ） 

 

  ○ICID 日本国内委員の採用論文 

委員名 Ｑ 論文のタイトル 

渡邉 紹裕 

長野 宇規 

58-1 気候変動が流域水文と農業用水利用へ及ぼす影響の総合評価

増本 隆夫 58-2 データが極端に不足する地域における気候変動影響評価法に

基づく流域灌漑計画の提案 

 他３本 

佐藤 政良 59-1 日本とエジプトにおける合理的水利用のための行政介入の必

要性 

清水 克之 59-1 より良い水管理のためのため池を活用した小水力発電 

   ※日本人による論文は、上記を含め 16 本が採用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)国際執行理事会の概要 

○ICID の活動に関する必要事項について議論・採決を実施。主な決定事項は以下の

とおり。 

 ①会長・副会長選挙 

  会長にはイランの Nairizi 氏が、副会長にはエジプトの Wahba 氏、中国の Ding

氏、韓国の Lee 氏が当選。 

 ②かんがい施設遺産 

  5 ヶ国 17 施設をかんがい施設遺産として登録されることが決定。日本からは 9

施設が登録。 

 

渡邉委員による Q58 総合レポート 増本委員による Q58-1 とりまとめ 
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 ①会長選挙 

  ○現会長 

氏 名 国 任 期 備考 

Dr. Gao Zhanyi 中国 2011-2014 改選 

 

 

  ○立候補者・選挙結果 

 氏  名 国 選挙結果 任 期 

1 Dr. Saeed Nairizi イラン 当 選 2014-2017 

2 Mr. Felix B. Reinders 南アフリカ   

 

 

 ②副会長選挙 

  ○現副会長 

 氏  名 国 任 期 備考 

1 Prof. Kim, Thai Cheol 韓国 2011-2014 改選 

2 Dr. Adama Sangare マリ 2011-2014 改選 

3 Dr. Gerhard Backeberg 南アフリカ 2011-2014 改選 

4 Mr. Laurie Tollefson カナダ 2012-2015  

5 Mr. Huseyin GUNDOGDU トルコ 2012-2015  

6 Mr. Francois Brelle フランス 2012-2015  

7 Dr. Basuki Hadimoeljono インドネシア 2013-2016  

8 Mr. Kadhim Mohsin Ahmed イラク 2013-2016  

9 Mr. A. B. Pandya インド 2013-2016  

 

 

  ○立候補者・選挙結果 

 氏  名 国 選挙結果 任 期 

1 Dr. Mohamed Wahba エジプト 当 選 2014-2017 

2 Dr. Ding Kunlun  中国 当 選 2014-2017 

3 Mr. Bong Hoon Lee  韓国 当 選 2014-2017 

4 Mr. Moussa Amadou  ニジェール   

5 Prof. Dr. Zahoor Ahmad 

Swati 

パキスタン   
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 ③かんがい施設遺産 

  ○登録施設一覧 

国 名 施  設  名 

日本（9 件） 稲生川（青森県十和田市他） 

雄川堰（群馬県甘楽町） 

深良用水（静岡県裾野市他） 

七ヶ用水（石川県白山市他） 

立梅用水（三重県多気町他） 

狭山池（大阪府大阪狭山市） 

淡山疏水（兵庫県神戸市他） 

山田堰、堀川用水、水車群（福岡県朝倉市） 

通潤用水（熊本県山都町） 

中国（4 件） 東風堰、通済堰、木蘭陂（堰）、紫鵲界棚田 

タイ（1 件） サンリッポンダム 

スリランカ（2 件） アバヤ・ヴェワ貯水池、ナッチャドゥワ・ヴェワ貯水池 

パキスタン（1 件） バロキ堰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国際執行理事会 かんがい施設遺産表彰式 
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(3)情報発信 

○ICID 日本国内委員会によるパネル展示 

・適切な配水・水管理に資する土地改良区の取組、かんがい排水施設の長寿命化の

取組など、日本の先進的な取組について、パネル展示により情報発信。 

 

○INWEPF（国際水田・水環境ネットワーク）ワークショップの開催 

・INWEPF の第２ワーキンググループ（担当国：韓国）では、FAO が認定する世界農

業遺産（GIAHS）の事例を紹介し、多様な農業のあり方を情報発信する活動を実施。

・ICID 総会・国際執行理事会のサイドイベントとして、各国の水田の世界農業遺産

等を紹介し、多様な農業、水田が有する多面的機能の重要性等について情報発信

するワークショップを 9 月 18 日に開催。約 50 名が参加。 

・６ヶ国（日本、韓国、ベトナム、タイ、バングラデシュ、インド）から、世界農

業遺産の認定地域あるいは認定を目指す地域の事例紹介が行われ、日本からは、

永田明・国際連合大学サステイナビリティ高等研究所シニアプログラムコーディ

ネーターが、世界農業遺産に認定されている佐渡（新潟県）及び能登（石川県）

の事例を紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パネル展示 

INWEPF ワークショップ INWEPF ワークショップ 

（国連大学 永田氏） 


